
2013.6　市報たく 2

日
頃
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え
が
肝
心

１
．
家
庭
、
地
域
で
災
害
へ
の
対
策
強
化
を

　

災
害
発
生
時
は
、
慌
て
る
こ
と
な
く
対
処
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
す
み
や
か
に
避
難
で
き
る
よ

う
事
前
に
安
全
ル
ー
ト
の
確
認
、
連
絡
体
制
な

ど
に
つ
い
て
家
族
や
地
域
で
話
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
周
辺
環

境
の
対
策
と
し
て
、
排
水
溝

や
側
溝
は
、
ゴ
ミ
や
落
ち
葉

な
ど
が
詰
ま
っ
た
状
態
で
は
、

水
の
流
れ
を
妨
げ
て
し
ま
い

ま
す
。
定
期
的
な
、
点
検
、

清
掃
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
自
主
防
災
組
織
で
対
策
強
化

　

市
内
各
地
区
で
、
災

害
時
に
迅
速
な
対
応
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
自

主
防
災
組
織
を
設
け
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
の
た

め
、
防
災
マ
ッ
プ
作
り

や
土
の
う
作
製
講
習
会

等
を
行
い
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
災
害
対
応
を

強
化
す
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

２
．
屋
外
で
の
危
険
を
避
け
る

　

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
て
も
、
水
深
が
ひ
ざ
下

を
越
え
る
と
安
全
な
避
難
は
困
難
で
す
。
ま
た
、

市
が
指
定
し
た
避
難
所
が
遠
く
、
避
難
が
危
険
と

判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
地
区
公
民
館
な
ど
へ
一
時

的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
で
は
、
単
独
行
動
は
避
け
て
、
蓋
の
外
れ

た
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
な
ど
、
水
に
浸
っ
て
見
え

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
局
地
的
に
短
時
間
で
激
し
い
雨
量
を

記
録
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
梅
雨
末
期
の
大
雨
に
よ
っ
て
土
砂
災
害

な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
全

国
的
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

多
久
市
で
も
、
昨
年
７
月
１３
日
の
豪
雨
で
、

床
上
・
床
下
浸
水
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
市

内
各
所
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
７
・
１３
豪
雨
を
振
り
返
っ
て
、
直
接

命
に
関
わ
る
土
砂
災
害
へ
の
警
戒
と
、
迅
速
な

避
難
の
た
め
に
日
頃
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え

や
、
家
庭
・
地
域
で
の
避
難
場
所
や
避
難
経
路

を
再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
７
月
１３
日
、

昼
過
ぎ
か
ら
の
豪
雨
で
、
牛
津
川
妙
見
橋

（
東
多
久
町
羽
佐
間
）
の
水
位
は
、
氾
濫
危

険
水
位
を
超
え
５
・
８
８
メ
ー
ト
ル
に
達

し
、
市
で
は
、
１５
時
に
８
地
区
（
西
の
谷
・

庄
・
羽
佐
間
・
石
原
・
古
賀
一
区
・
古
賀

二
区
西
・
古
賀
山
・
古
賀
平
）
の
４
９
４

世
帯
１
３
８
５
人
に
避
難
勧
告
を
発
令
し

ま
し
た
。

　

２４
時
間
の
総
雨
量
は
３
０
０
ミ
リ
を
超

え
、
市
内
各
所
で
は
冠
水
に
よ
る
道
路
の

通
行
止
め
や
住
宅
の
床
上
・
床
下
浸
水
、

が
け
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

中
で
も
、
土
砂
災
害
が
深
刻
で
、
道
路

の
崩
落
や
、
が
け
崩
れ
に
よ
る
家
屋
の
損

壊
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
多
数
の
被
害
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
被
災
箇
所
で

は
消
防
団
等
に
よ
る
迅
速
な
応
急
対
策
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
傷
跡
を

残
し
た
昨
年
の
豪
雨
で
は
、
避
難
勧
告
に

よ
る
避
難
お
よ
び
自
主
避
難
者
は
少
数
で
、

災
害
情
報
の
適
切
な
入
手
や
避
難
に
課
題

を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害
へ
の
警
戒
を
強
化
す
る
た
め

の
気
象
情
報
の
種
類
や
情
報
の
入
手
、
避

難
経
路
、
避
難
場
所
を
再
確
認
し
、
家
庭
、

地
域
で
の
災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
し
ま

し
ょ
う
。

▲急傾斜地のがけ崩れが発生し、土砂により損壊した北多久町の家屋
（平成２４年 ７ 月１４日撮影）

▲北多久町原口地区の林道崩落現場
（平成２４年 ７月１４日撮影）

▲西多久町二重地区の土砂崩落現場
（平成２４年 ７ 月１４日撮影）

▲危険水位を越えて増水する東多久町羽佐間
の牛津川（平成２４年 ７ 月１３日１５時撮影）

市
内
各
所
で
浸
水
、
土
砂
災
害
が
発
生

７
・
１３
豪
雨

土
砂
災
害
に

　
　
　警
戒
を
!!

土
砂
災
害
に

　
　
　警
戒
を
!!

●特集●　梅雨前に災害への備えを万全に

■問い合わせ　　防災安全課　　　　 ☎75−21８１


